
去
る
８
月
30
日
、
茅
ヶ
崎
市
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
ホ
ー
ル
に
於
い
て
地
域
や

関
係
機
関
の
皆
さ
ま
約
１
０
０
名

が
集
ま
り
、
リ
フ
シ
ア
10
周
年
記

念
事
業
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

第
１
部
の
記
念
講
演
で
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
全
国
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ラ
イ
フ
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
田
所
英
賢
さ

ん
が
「
被
災
地
の
実
践
か
ら
、
真
の

地
域
助
け
合
い
を
考
え
る
」
と
い

う
テ
ー
マ
で
、

宮
城
県
仙
台

市
の
『
ひ
な
た

ぼ
っ
こ
』
、
石

巻
の
『
あ
が
ら

い
ん
』
（
地
域

食
堂
や
ケ
ア

付
き
住
宅
）

が
、
当
事
者

が

役

割

を

も
っ
て
働
く
場
所
に
な
っ
て
い
る
こ

と
、
現
在
の
制
度
で
は
対
応
で
き

な
い
相
談
者
の
緊
急
受
け
入
れ
等

の
事
例
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
『
誰

も
が
地
域
で
普
通
に
暮
ら
せ
る
社

会
』
を
目
指
す
に
は
、
地
域
の
支

え
合
い
や
専
門
機
関
と
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
で
活
動
す
る
仕
組
み
が
大

切
で
あ
る
と
力
強
く
話
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
３
．
１
１
東
日
本
大
震

災
時
の
教
訓
に
も
触
れ
、
避
難
所

３
種
の
神
器
①
導

線
を
確
保
（
要
援

護

者

は
通

路

側

に
）
、
②
着

替

え
や

授

乳

な
ど
女

性
目
線
、
③

避
難
所
生

活

を
混

乱

さ
せ
な
い
情

報
掲
示
板

の
重

要

性

や

福
祉
避

難
所
の
お
話
も
あ

り
ま
し
た
。

第
２
部
で
は
関
係
機
関
の
皆
さ
ま

か
ら
ご
挨
拶
を
頂
き
、
地
域
の
皆

さ
ま
と
交
流
の
時
間
を
持
ち
ま
し

た
。

10
周
年
を
機
に
各
事
業
所
は
名

称
を
「
ら
い
ふ
」
か
ら
「
リ
フ
シ
ア
」

に
替
え
、
こ
れ
か
ら
も
多
く
の
皆

さ
ま
に
信
頼
さ
れ
る
よ
う
新
た
な

一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。

報告

リ
フ
シ
ア
10
周
年
記
念
事
業

事
業
所
ご
と
に
手
づ
く

り
パ
ネ
ル
を
作
成
し
展

示
し
ま
し
た

約100名が参加し満席となった会場  （茅ヶ崎市コミュニティーホール）

常務取締役小嶋達之より開催の挨拶

講 師 のＣＬＣグ ル ー
プ長：田所英賢氏

「ぷちらいふ」コラムを出
筆する井本さん（左）６年
ぶ り？に 再 会 し た 編 集 室

（み）

挨拶に立つ、リフシア
代表取締役 加藤順一

10周年記念講演のテーマに「被災地
の実践から、真の地域助け合いを考
える」を掲げ、NPO 法人のグループ長・
田所英賢さんをお招きしたところに、
リフシアの企業姿勢を感じ取りまし
た。
田所さんが「地域力を上げる」必要
性を強調されていました。私も景観
まちづくり活動のなかで同じことを
思い、その難しさを感じているとこ
ろです。いま、社会全体が新たなコ
ミュニティのあり方を模索している
のだ、私も頑張ろうと、気持ちを新
たにすることができました。

創業10周年、誠におめでとうござい
ます。私たち民生委員・児童委員
に求められる活動も生活保護や各
種分野のサービス利用への協力な
ど個別支援活動がますます求めら
れ、地域の安全安心は、福祉ネッ
トワークの充実にあります。また、
高齢者の皆さんが笑顔を忘れない
生活をして欲しいというのが地域
住民の素直な思いであります。人
生を閉じる瞬間まで笑いがあふれ
るリフシアであることを心から
願っております。

参加したお客様から感想をいただきました

まち景まち観
フォーラム・茅ヶ崎

高見澤 和子 氏

鶴嶺西地区民生委員
児童委員協議会会長

井上 忠義 氏


